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 ①、② 地球温暖化防止、生物多様性保全に貢献 
    ・ 尾呂志夢アグリ（三重県御浜町）                           ・・・・１ 
 ③ 地球温暖化防止や生物多様性保全以外の自然環境の保全に貢献 
    ・ 方地地区資源景観保全活動組織（鳥取県湯梨浜町）                            ・・・・２ 
    ・ 南阿蘇村環境保全農業推進協議会直接払部会（熊本県南阿蘇村）        ・・・・３ 

１ 環境保全への直接的な効果 

 
（１）農業の持続的な発展 
 ① 土づくりをはじめとした営農技術の実践により、持続的な営農環境の確保 
  ・ ＪＡあまるめブランド米振興会（山形県庄内町他）                                     ・・・・４ 
 ② 環境保全型農業への新規就農者や転換者の参入・定着に貢献 
  ・ ＮＰＯ法人ゆうきハートネット（岐阜県白川町）                                          ・・・・５ 
  
（２）地域への波及・活性化 
 ① 地域住民や消費者・実需者との交流が行われるなど活性化が図られる 
      とともに、消費者等の環境保全型農業に対する理解を促進 
   ・ JAグリーン近江能登川環境こだわり米部会（滋賀県東近江市）                 ・・・・６ 
 ② 地域で連携して取り組むことでブランドが形成され有利販売につながる 
  など、地域経済の発展に貢献 
  ・ 静内環境保全農業組合（北海道新ひだか町）                                          ・・・・７ 
  ・ 佐渡トキの田んぼを守る会（新潟県佐渡市）                                           ・・・・８ 

２ 環境保全効果以外の効果 



生き物調査結果や炭素貯留効果をPRして 
          米のブランド化を進めている取組 

【農業者の組織する団体等の概要】 
 ・ 構成員 農業者10名（全員がエコファーマー） 
【H27年度の取組】 
 ・ 対象作物 水稲 
 ・ 対象活動 カバークロップの作付け 

 ・ 取組面積 1.3hａ     

 水田の環境保全と地域の活性化を目的に化学肥料・農薬を低減し 
た米作りに取り組み、農業環境指標（生き物調査、炭素貯留効果）を 
活用して「尾呂志夢アグリ米」のブランド化に取り組む 

尾呂志夢アグリ（三重県御浜町） 

地域の現状と課題 環境保全型農業の実施状況 取組の効果及び今後の展開 

・  尾呂志地区は三重県南部の御浜町の 
 中山間部に位置し、標高や山から吹き 
 降ろす風により昼夜の気温差が大きく、  
 水資源に恵まれていることから、近隣地  
 域から良質の米ができる「米どころ」とし 
 て 認知されている 
 

・ しかし、農業従事者の高齢化が進ん 
 でおり、離農者が増加していること、小  
 区画の水田が多いことから、耕作放棄 
 地が増加   
 

・ 地域の水稲担い手農家が「伝統的集 
 落を守る」、「地域の活性化を図る」こと 
 を目的に平成19年にグループを設立 
 

・ この地区で生産した米のおいしさ、環 
 境保全型農業の取組を消費者に広く 
 知ってもらい「尾呂志 夢アグリ米」のブ 
 ランド化により、地域の活性化に繋げて 
 いく取組を開始 
   

【環境直接支払の対象活動】 

【環境直接支払の推進活動】 

・ 構成員全員が化学肥料・農薬の使用を低 
 減して水稲を栽培(約21ha）、うち2名が1.3ha 
 でカバークロップ（レンゲ）の作付けに取り組 
 む 

・ 地元企業のＣＳＲ（企業の社会的責任）事業 
 と連携し、「田んぼからおちょこまで」を合言葉 
 に、協働して酒造好適米品種「神の穂」を栽培 

小中学校の学校田での生き物
調査による食育活動 

・ 地元の小中学校の学校田の指導を行い、  
 学校田で生き物調査を行うなどして食育活 
 動に貢献 
 

・ 毎年10月に、各農家３～５カ所の土壌診断 
 を実施した上で、堆肥等の施用による土づく 
 りを実施。土壌診断にあたっては、県の協 
 力を得ながら土づくり研修会を開催した上で 
 行っている 

・ 農業環境指標のラベルを商品に貼り付け 
 てイベントで対面販売を行うことで、環境保 
 全型農業の取組の重要性を消費者に訴求 
 

・ ラベルを貼り付けるだけでは環境保全効 
 果を消費者に理解してもらうことが困難なこ 
 とから、丁寧な情報発信が必要 

  

【地元企業のCSR事業との連携】 

 生きもの調査、炭素貯留効果の結果を商品に貼付 
 

平成27年度の調査結果 
生き物調査 Ａランク 
 ・ 計8箇所の水田で実施し全てＡラ 
  ンク 
 ・ 生物多様性が高く、取組を継続 
  するのが望ましいという評価 

炭素貯留効果 ランク3 
 ・ 堆肥を2t/10a施用したことで、50年 
  齢のスギ68本が１年間に吸収する 
  二酸化炭素と同程度の炭素を土壌   
  に貯留    

【農業環境指標を活用した消費者へのＰＲ】 

協働活動での田植え（左） 
純米大吟醸「颪」(右） 

尾呂志地区の水田（左） 
「尾呂志 夢アグリ米」のパンフ（右） 

【その他の活動】 
・ 「農業生物多様性指標」及び「炭素貯留効 
 果指標」の農業環境指標を調査し、商品に 
 その結果を表示して販売することで環境保 
 全型農業のＰＲを実施 

土壌分析結果を踏ま
えた堆肥散布  

・ 収穫した米は県内酒造 
 メーカによって「純米大 
 吟醸 颪（おろし）」と 
 なって販売され、「尾呂 
 志 夢アグリ米」のブラ 
 ンド化に貢献 

お ろ し  

地球温暖化防止、生物多様性保全 

１ 

ゆ め  み は ま 



「環境にやさしい農業」の実践により、 
                       ホタル舞う農村風景を次世代の子供達へ 

【農業者の組織する団体等の概要】 
 ・ 構成員 57名（うち取組農業者 24名） 
  （農業者52名、子供会、女性会等５団体） 
【H27年度の取組】 
 ・ 対象作物 水稲、大豆  
 ・ 対象活動 カバークロップの作付け 

 ・ 取組面積 15.8ha    

 湯梨浜町のシンボルでもある「東郷池」の水質浄化や、将来を担 
う子供たちに「安全・安心な米を食べてもらいたい」との思いから、 
県内でもいち早く減農薬・減化学肥料による水稲栽培に取り組む 

方地地区資源景観保全活動組織（鳥取県湯梨浜町） 

地域の現状と課題 環境保全型農業の実施状況 取組の効果及び今後の展開 

・  湯梨浜町は、鳥取県中部の日本海に面 
 しており、そのほぼ中央に位置する方地地 
 区は、古くから水田稲作と二十世紀梨の 
 栽培を中心とする農業地域である 

【環境直接支払の対象活動】 

【環境直接支払の推進活動】 

・  平成19年に水稲のエコファーマー認定を 
 受け、（H25には大豆のエコファーマー認定）、 
 カバークロップの作付けと合わせ、減農薬・ 
 減化学肥料による水稲栽培の取組を開始 

・  子供会との生き物調査等を通じて、環境 
 保全型農業への理解を深める活動を実施 

・  減農薬・減化学肥料の取組と併せ、 
 水田からの濁水流出を抑えるため「浅 
 水代かき」等の取組を行ってきた結果、 
 東郷池に注ぐ地域内の方地川において、 
 一度は農薬等の影響で数が激減してい 
 た「ホタル」が年々復活 
 

・ 現在では、地域主催による「ホタル観 
 察会」が開催されるまでになり、町内外 
 から見学者が訪れている 

・ 今後も、子供会との生き物調査などを通  
 じて、次代を担う子供たちに環境にやさし 
 い農業への理解を深めてもらうとともに、 
 将来的には特別栽培農産物認証を取得 
 し、地域ブランド化を図っていくことも検討 

・  湯梨浜町のシンボルでもある「東郷池」 
 の富栄養化による水質悪化等の環境問 
 題や、食の安全性への懸念から、地域 
 の有志で組織を設立し、減農薬・減化学 
 肥料による水稲栽培の取組が始まった 
 

・ 安全・安心な米づくりが、子供たちへの 
 美味しくて安全な食材提供に繋がり、結 
 果として古き良き農村風景を守っていくこ 
 とになる、との思いから地域が一体となっ 
 た取組を展開 

町のシンボル「東郷池」 

カバークロップ（レンゲ）の作付け 
 

方地川での生き物調査 
 

「浅水代かき」の実践 
 

ほ う じ ち く ゆ り は まち ょ う 

その他の自然環境の保全 

２ 



地域の企業と連携して地下水の保全に取り組む 

【農業者の組織する団体等の概要】 
 ・ 構成員 農業者129名 
【H27年度の取組】 
 ・ 対象作物 水稲、野菜他 
  ・ 対象活動 冬期湛水管理、有機農業他 
 ・ 取組面積 186ｈａ    

 「地下水を守るんだプロジェクト」の取組をとおして「水田を守る」と 
「地下水を守る」を実践し、生産された米は安全・安心な「地下水保 
全米」として企業と連携して販売し、地産地消を積極的に推進 

南阿蘇村環境保全農業推進協議会直接払部会 
（熊本県南阿蘇村） 

地域の現状と課題 環境保全型農業の実施状況 取組の効果及び今後の展開 

・ 南阿蘇村は、カルデラの南に位置し山林 
 地帯を含む高原地域。「日本名水百選」に 
 選定されている白川水源など豊かな自然 
 環境に恵まれ、 夏季の比較的冷涼な気候 
 を活かした多彩な農業生産が行われてい 
 る 
 

・ また、水道水源のすべてを地下水で賄う 
 村として地下水の保全に取り組む 
 

・ 平成22年には、生産者と村内の商工業 
 者で農業と観光の持続的な発展及び豊か 
 な村民生活の実現を図っていくことを目的 
 に協議会※を設立 
 

・ 協議会では、「地下水を守るんだプロジェ 
 クト」として地下水保全のために水田の年 
 間通しての湛水や村営の有機肥料生産セ 
 ンターを活用した堆肥の利用等を推進 
 ※ 環境直接支払については、協議会構成員 
   のうち取組農業者で部会を設立して申請 

【環境直接支払の対象活動】 

【環境直接支払の推進活動】 

・ 「地下水を守るんだプロジェクト」の一環と 
 して冬期湛水管理に取り組む（74ha） 
 

・ 地域に畜産農家が多いことから、自家堆肥 
 や有機肥料生産センターが供給する堆肥を 
 活用して有機農業（53ha）や堆肥の施用（30 
 ha）等に取り組む 

・  地元大学の教員を講師として環境保全型 
 農業に関する勉強会を開催 

・ 冬期湛水管理による水源かん養や堆 
 肥を活用して化学肥料低減による環境 
 負荷低減によって地下水を保全 
 

・  「地下水を守るんだプロジェクト」として 
 冬期湛水管理を行った水田で収穫した 
 米の一部を「地下水保全米」として企業 
 が買い上げる取組を行っており、環境保 
 全型農業の理解増進に繋げている 
 

・ ゆるキャラ等を活用して周知・広報を 
 行っており、今後も消費者等との交流の 
 取組などによって環境保全型農業のＰ 
 Ｒを継続していく 

その他の自然環境の保全 

南阿蘇村から 
見える阿蘇山 冬期湛水管理 

地下水保全 
PRの看板 

【その他の活動】 

協議会のゆるキャラ 
（かなばあちゃん） 

・ 地域の企業の協賛を得てほ場に看板を 
 設置し、地下水保全をPR 
・ また、田植え・稲刈り体験を通して消費者 
 や子供達と交流し、環境保全型農業の理解 
 促進を実施 

田植え体験 

３ 



きめ細かな土づくりの実践による米の高品質、安定生産 

【農業者の組織する団体等の概要】 
 ・ 構成員数 農業者283名 
   （取組農業者 226名（全員がエコファーマー）） 
【H27年度の取組】 
 ・ 対象作物 水稲  
 ・ 対象活動 堆肥の施用、ＩＰＭ※と組み合わせた畦畔 
         除草及び秋耕の実施 

 ・ 取組面積 935ｈａ    ※総合的病害虫・雑草管理  

 「土づくり、米づくり、人づくり」を基本理念に、ＪＡあまるめの全稲作
農家が会員となり当会を設立。堆肥施用のほか地域一体となって、
土壌分析やオリジナルの「処方せん」に基づく土づくりの実践により、
米生産の安定化・高品質化を図り、ブランド米の生産に取り組む 

ＪＡあまるめブランド米振興会（山形県庄内町他） 

地域の特徴と取組の背景 環境保全型農業の実施状況 取組の効果及び今後の展開 

・ 庄内町（旧余目町）は、山形県庄内平野の 
 中央部に位置し、肥沃な土壌、豊富な水に 
 恵まれている古くからの米の産地 
 

・ 「あまるめ米」のブランド確立を目指し、平  
 成９年にＪＡあまるめの稲作農家全戸（411 
 戸）を構成員として当会を発足 
 

・ 徹底した生産履歴の記帳と情報公開、消 
 費者との交流、堆肥の自給自足システム 
 の確立、籾殻を活用した「エコマット」による 
 健苗育成などに取り組んでいる 
 

・ 平成26年産米では、主食用米の作付面積 
 879ｈａに対し特別栽培米の作付面積は676   
 ｈａ（77％）まで拡大している 

【環境直接支払の対象活動】 

【環境直接支払の推進活動】 

・ 堆肥製造施設「あぐりん」を建設し、堆肥 
 利用組合を設立して堆肥を供給 
 

・ 約618ｈａで堆肥の施用に取り組むととも 
 に、併せてＩＰＭと組み合わせた畦畔除草 
 及び秋耕に取り組む 

・ 共同防除に係る協議会を設置し、無人ヘ 
 リにより共同防除を行うことにより、低コス 
 トで全域をむらなく短期間で防除できている 

・ 土を改善して次世代につなぐため、全ほ 
  場4千筆で土壌分析を実施。平均単収30kg 
  /10aの増収を目標に、土壌診断処方箋に 
  基づく 土壌改良を全域で取り組む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 生産された特別栽培米は、取引先から産 
  地指定を受ける割合が年々高くなっており、 
  平成27年産ではほぼ100％の産地指定と 
 なっている 
 

・ 今後も土づくりの取組の継続により、更な 
  るレベルアップを進め、「つや姫」の中でも 
  特に優れた特色を有すると認められた最 
 高級ブランド米「プレミアムつや姫」の産地 
 と なることを目指している 

堆肥製造施設「あぐりん」 

農家毎の土壌診断処方箋 

【その他の活動】 

ＪＡあまるめブランド米振興会の会員 

・ 大学、普及センター、 
 ＪＡ、生産者等が連携 
 して土づくり学習会を 
 開催し、土づくりへの 
 理解を深めている 

土づくり学習会 

土づくり、持続的な営農環境 

４ 



新規就農により有機農業が拡大している取組 

【農業者の組織する団体等の概要】 
 ・ 構成員 農業者33名（うち取組農業者 ８名） 
【H27年度の取組】 
 ・ 対象作物 水稲、豆類、雑穀、野菜類 
  ・ 対象活動 有機農業 

 ・ 取組面積 3.7hａ      

 有機農業に取り組む農業者でNPO法人を設立し、消費者との 
交流イベント等を開催して有機農業の取組をＰＲ 
 町と連携して新規就農者の受け入れを支援することで有機農 
業に取り組む農業者が増加 

NPO法人ゆうきハートネット（岐阜県白川町） 

地域の現状と課題 環境保全型農業の実施状況 取組の効果及び今後の展開 

・ 白川町は海抜150mから1,233mと高低差 
 が激しく、87％を山林が占め、平場地域、  
 急傾斜地域を含め約３％の農地で水稲、 
 茶、大豆、夏秋トマト等の栽培が行われて 
 いる 
 

・ 近年、農業従事者の高齢化による担い  
 手不足により、遊休農地が増加 
 

・  平成10年には、有機農業に取り組む農 
 業者が、有機農業の生産技術の向上や 
 農産物の販売促進、新規就農者の参入 
 促進等を支援する任意組織を設立 
 

・ 平成23年には、より幅広く活動を行うた 
 めに任意組織を法人化し、NPO法人ゆう 
 きハートネットを設立  

【環境直接支払の対象活動】 

【環境直接支払の推進活動】 

  

・ 田植え、稲刈り、はざ掛け体験等の交流イ 
 ベントを開催し、消費者へ有機農業の取組を 
 PR 

   

  
・ 任意組織の設立当初は10名約7ｈａだった 
  が、新規就農者を支援してきたことにより構 
  成員が増加し、33名約22ha（平成27年12月 
  現在）で有機農業が行われている 
 

・  新規就農者はＩターンで30代の家族が 
 多く、町内及び近隣町内への定住者の約 
 7割にあたり、消防団や地域伝統芸能に 
 も取り組むなど地域の活性化に貢献 
 

・ 今後は、経営面積の小さい新規就農者 
 （30ａ～50ａ）の経営規模拡大、栽培技術 
 の向上、原木椎茸の栽培技術指導など 
 経営面での支援を充実していく予定   

  
有機農業研修施設 
「くわ山結びの家」 

有機農業の栽培技術を学
ぶ研修を開催 

消費者との交流 田植え（左）、稲刈り（中央、右） 

    白川町黒川地区 
構成員の生産物 

・ 構成員が栽培を行い、水稲、大豆等で有機 
 農業に取り組む 

【その他の活動】 
・ 有機農業研修施設「くわ山結びの家」を活 
 用して研修生の受け入れ、町と連携して新 
 規就農者に対する空き家や農地の紹介等 
 により定着を支援 
 

・ 構成員がオアシス21オーガニックファーマ 
 ーズ朝市などに出展して販路拡大できるよ 
 うに支援   
 

新規就農 
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「魚のゆりかご水田」による琵琶湖固有のニゴロブナ等を保全 

【農業者の組織する団体等の概要】 
 ・ 構成員 196名（農業者186名、６法人、４営農組合） 
【H27年度の取組】 
 ・ 対象作物 水稲 
 ・ 対象活動 IPM※と組み合わせた畦畔の人手除草及び 
         長期中干し他５取組 
 ・ 取組面積 244ha    

 豊かな生き物を育む水田環境の復活に向けて、自然環境の保 
全に配慮した米づくりによる「魚のゆりかご水田」活動に取り組む 
とともに、米の付加価値向上と地域活性化に取り組む 

ＪＡグリーン近江能登川環境こだわり米部会 

（うち栗見出在家町地区における取組）（滋賀県東近江市） 

地域の現状 環境保全型農業の実施状況 取組の効果及び今後の展開 
・ 東近江市は、滋賀県の南東部に位置し、  
 水稲を中心に園芸作物や畜産等が営ま 
 れており、県内でも特に水稲の環境保全 
 型農業が盛んな地域 
 

・ 能登川地域では、ＪＡグリーン近江能登 
 川環境こだわり米部会が環境保全に配慮 
 した米づくりに取り組む 
 

・ そのうち、栗見出在家地区には約60haの 
 水田があり、７本ある排水路を利用し、魚 
 が田んぼに遡上できるよう、堰板で階段状 
 に魚道をつくり、田んぼで産卵・孵化し、大 
 きく育って再び琵琶湖に帰っていく、まさに 
 「魚のゆりかご」となる取組が行われてい 
 る 
 

・ また、地区では、「魚のゆりかご水田」の 
 一部はオーナー制となっており、地域の子 
 供たちやオーナ－が参加して、田植えや 
 稲刈りが行われている 

【環境直接支払の対象活動】 

【環境直接支払の推進活動】 

・  「IPMと組み合わせた畦畔の人手除草及 
 び長期中干し」 （110ha）や「緩効性肥料及 
 び長期中干し」 （64ha）を中心に合計244ha 
  に取り組む 
 

・ 栗見出在家地区では、「魚のゆりかご水田」 
 づくりの一つとして、平成24年度から地域特 
 認取組「希少魚種等保全水田の設置」 （24ha） 
 に取り組み、堰板の操作やほ場の水管理等を 
 行い、魚が遡上できる環境を整備 

・ 「魚のゆりかご水田」の取組により、希 
 少魚種であるニゴロブナやナマズ等の遡 
 上が多く見られるようになった 
 

・ 栗見出在家地区では、収穫されたお米 
 は「魚のゆりかご水田米」として、大型量 
 販店と販売契約を行い、独自のマークを 
 付けて付加価値向上を図っている 
 

・ ６月には生き物学習会等を地区総出で 
 行うことで環境や農業に対する地区住民 
 の意識が高まってきている。また、地元 
 小学校や大学等も参加し、活動の輪が 
 広がり、地域の活性化につながっている 
 

遡上するニゴロブナ 

・ 今後も本取組により、「魚のゆりかご水田 
 米」のPRと取組拡大を目指すとともに、希少 
 魚種等の保全や地域の活性化を図るため、 
 引き続き、消費者等との交流に取り組む 

子供たちやオーナーが 
参加した収穫 

生きもの学習会 「魚のゆりかご水田米」マーク 

写真提供：栗見出在家町魚のゆりかご水田協議会 

くりみでざいけちょう 

※総合的病害虫・雑草管理 

・ 部会としては、毎年３月に環境こだわり米 
 の栽培研修を行うとともに、構成員に栽培 
 パンフレットを配布し、栽培技術の向上を 
 図っている 
 

魚が遡上できる排水溝 
（堰板を階段状に設置し、 
田んぼと同じ水位を保つ） 

中干しのための溝切り 

地域住民との交流 
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動物性堆肥を使用して良食味米に 
              こだわった環境保全型農業の取組     

【農業者の組織する団体等の概要】 
 ・ 構成員 農業者５名、１社 
【H27年度の取組】 
 ・ 対象作物 水稲 
  ・ 対象活動 堆肥の施用 
 ・ 取組面積 28.6ｈａ    

  環境にやさしく、食味に優れる米作りに取り組み、ブランド米「万馬券」（特 
別栽培農産物）として付加価値を高めて販売 

静内環境保全農業組合（北海道新ひだか町） 

地域の現状と課題 
環境保全型農業の実施状況 取組の効果及び今後の展開 

・ 組合のある田原・豊畑地区は、新ひだか 
 町静内の中心市街地から北方にある水 
 田地帯に位置し、周辺は丘陵に囲まれ、 
 地区の1/3が谷地田で平成27年度米の食 
 味ランキング・特Ａの「ななつぼし」の栽培 
 が盛んである 
 

・ 組合では、平成14年から水田で化学肥 
 料・農薬の使用低減に向けた取組を開始 
 し、翌年には、北のクリーン農産物表示制 
 度の認証取得 
 

・ 平成26年度に行った小学生への稲刈り 
 を通じた食育体験において、カエルやトン 
 ボなどが次々と見つかり豊かな自然環境 
 が残っていることを再確認 
 

・ 自然環境を守るため化学肥料・農薬の  
 使用低減に向けて肥培管理技術の取組 
 を開始 
  その結果、環境にやさしい米作りへ意欲 
 的に取り組む生産者が増加 

【環境直接支払の対象活動】 

【環境直接支払の推進活動】 

・ 平成26年度からは、４月から５月に１ｔ/10a 
 の馬糞堆肥を施用し、堆肥の施用の取組を 
 実施（全員がエコファーマー取得） 

・ 組合では、環境にやさしく、食味に優れる 
 米作りを目指し、農業改良普及センターと 
 連携して技術講習会への参加や施肥設計 
 の作成、土壌診断による健全な土づくりに 
 努めている 

 ・ 今後も、自然環境に配慮した良食味米 
 の生産を拡大し、食育や消費者との交流 
 による「万馬券」の流通を広め、地域発展 
 に寄与していく 

・  構成員が生産した米の一部は、JAし 
 ずないのブランド米「万馬券」（特別栽培 
 農産物）として販売 
 

・ 「万馬券」は、同JAの慣行栽培の1.2倍 
 の単価で販売。また、ふるさと納税のお 
 礼品として道外出荷が増加 
 

・ 経営継承による40代の生産者も増えて 
 おり、構成員の平均年齢は51.2歳である 

田原・豊畑地区の農地 
 

水稲栽培技術の現地講習会 
 

小学生田植え・稲刈り体験 
 

「万馬券」直売会 
 

堆肥の散布 
 

しずない 

ブランド化 
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トキが自然に戻っても元気に暮らせる、 
               田んぼの生き物を育む米づくり 

【農業者の組織する団体等の概要】 
 ・ 構成員 農業者28名 
【H27年度の取組】 
 ・ 対象作物 水稲  
 ・ 対象活動 江の設置、有機農業、冬期湛水管理 
 ・ 取組面積 69ｈａ  

 トキが暮らしやすい、豊かな生きものを育む田んぼの環境づくりを 
行うため環境保全型農業に取り組む 
 地域では環境保全型農業が普及するとともに、市が設立した認証 
制度を活用して付加価値が向上し米のブランド化が進む 

佐渡トキの田んぼを守る会（新潟県佐渡市） 

地域の現状と課題 環境保全型農業の実施状況 取組の効果及び今後の展開 

・ 佐渡市は、新潟県の西部沖合の海上に 
 位置する周囲262.7km・総面積約855k㎡ 
 の佐渡島全域を市域としている 
 

・ 佐渡市の中央に位置する国中平野は島   
 内の穀倉地帯であり、ほぼ全域が水田と 
 して利用されている 
 

・ 佐渡市では、平成16年より「環境の島・ 
 エコアイランド」 に向けた取組を行い、朱 
 鷺が舞う佐渡を目指した餌場の確保と共  
 に佐渡産農林水産物のイメージアップを 
 図る 
 

・ また、平成20年から「朱鷺と暮らす郷づく 
 り証制度」 を設けて、環境にやさしい農業 
 の推進と佐渡米のブランド化に取り組む 
 

・ 佐渡トキの田んぼを守る会は、トキが暮 
 らせる自然の生命豊かな水田を守り育て 
 るため、平成13年に農業者7名で設立し、 
 取組が認められて現在は構成員28名で 
 活動 

 

   

【環境直接支払の対象活動】 

【推進活動の実施状況】 

・ トキが暮らしやすい田んぼを目指し、江の 
 設置（38ha）に取り組むほか、有機農業や 
 冬期湛水管理に取り組む 

・ 年２回の生き物調査を通じて、取組の効 
 果を確認することで、環境にやさしい農業 
 に対する農業者自身の意識向上が図られ 
 ている 
 

・ また、消費者交流や小学生の総合学習と 
 連携することで、生きものを育む佐渡の 
  田んぼや環境にやさしい農業への取組 
  を広くＰＲしている 

・ 今後は、「朱鷺と暮らす郷」米が、環境に 
 やさしい農業で栽培された「消費者にわか 
 りやすい基準」の米として、広く認知される 
 よう取組を継続していく 

・ 佐渡市において環境保全型農業の普及 
 が進み、コシヒカリを栽培するほぼ全ての 
 農家が化学肥料・農薬の使用を県の地域 
 慣行栽培基準の５割以上削減を達成 
 

・ 生き物調査や江の設置、タンパク質含有 
 量等を要件としている「朱鷺と暮らす郷」 
 米は付加価値が認められて佐渡産コシヒ 
 カリと比べ１割程度高値で取引されている 

国中平野 

江の設置 

消費者や学生 
との生き物調査 

水田に飛来したトキ 「朱鷺と暮らす郷」米 

佐渡トキの田んぼを
守る会のメンバー 

 栽培期間中湛水
状態を保つことがで
きる溝（江）を設置し、
生きものの生息環
境を確保する取組 

ブランド化 
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